
荒浜小学校

山
田
一
仁
会
長
（
札
幌
市
議
会

議
長
）
は
じ
め
正
副
会
長
は
10
月

16
日
に
石
巻
市
、
仙
台
市
、
名
取

市
、
翌
17
日
に
南
相
馬
市
を
訪
れ
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
状
況

を
視
察
し
た
。

今
号
で
は
、
仙
台
市
の
視
察
の

概
要
を
報
告
す
る
。

仙

台

市

仙
台
市
で
は
、
震
災
遺
構
の
荒

浜
小
学
校
、
荒
浜
記
憶
の
鐘
、
海

岸
堤
防
な
ど
を
視
察
し
た
。

【
復
興
状
況
・
震
災
復
興
計
画
】

渡
邊
保
仙
台
市
議
会
事
務
局
庶

務
課
長
か
ら
説
明
を
聴
取
し
た
。

震
災
で
は
、
人
口
の
約
10
％
に

当
た
る
10
万
人
以
上
が
避
難
。
2

8
8
カ
所
開
設
し
た
避
難
所
は
28

年
7
月
31
日
に
全
て
閉
鎖
し
た
。

応
急
仮
設
住
宅
は
、
市
外
や
県
外

か
ら
も
含
め
、
1
万
2
0
0
0
世

帯
超
が
避
難
。
1
5
0
5
戸
建
設

し
た
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
は
、
29

年
3
月
31
日
に
入
居
者
が
解
消
し
、

全
て
解
体
撤
去
し
た
。

23
年
11
月
に
5
カ
年
の
震
災
復

興
計
画
を
策
定
。
①
減
災
を
基
本

と
す
る
防
災
の
再
構
築
②
エ
ネ
ル

ギ
ー
課
題
等
へ
の
対
応
③
自
助
・

自
立
と
協
働
・
支
え
合
い
に
よ
る

復
興
④
東
北
復
興
の
力
と
な
る
経

済
・
都
市
活
力
の
創
造
―
の
4
つ

の
方
向
性
を
示
し
、
取
り
組
ん
だ
。

住
ま
い
の
再
建
で
は
①
防
災
集

団
移
転
②
被
災
宅
地
の
復
旧
③
復

興
公
営
住
宅
の
整
備
―
の
大
き
く

3
つ
の
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

①
で
は
、
海
岸
沿
岸
地
域
か
ら
内

陸
部
へ
移
転
す
る
た
め
の
宅
地
造

成
を
行
っ
た
。
②
で
は
、
内
陸
部

で
地
滑
り
な
ど
に
よ
り
、
家
が
傾

く
被
害
が
あ
っ
た
の
で
、
公
共
事

業
に
よ
り
復
旧
事
業
を
実
施
し
た
。

③
で
は
、
復
興
公
営
住
宅
3
2
0

6
戸
を
整
備
し
た
。

昭
和
53
年
の
宮
城
県
沖
地
震
を

教
訓
に
地
震
防
災
対
策
を
講
じ
、

東
日
本
大
震
災
で
一
定
の
効
果
を

上
げ
た
が
、
新
た
な
課
題
が
明
ら

か
に
な
り
、
次
の
災
害
に
備
え
た

新
た
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
『
防
災
』
か
ら
『
減
災
』
へ
」

と
し
て
、
減
災
を
重
視
し
た
津
波

対
策
を
実
施
。
多
重
防
御
に
よ
る

総
合
的
な
津
波
対
策
と
し
て
、
海

岸
堤
防
や
か
さ

上
げ
道
路
、
避

難
を
重
視
し
た

施
設
を
整
備
。

災
害
に
強
い
都

市
の
構
築
で
は
、
改
め
て
、
小
中

学
校
に
地
域
主
導
で
応
急
給
水
が

可
能
な
給
水
栓（
災
害
時
給
水
栓
）

の
設
置
、
水
備
蓄
の
啓
発
の
推
進

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
都
市
ガ
ス

の
供
給
停
止
を
避
け
る
た
め
、
ガ

ス
管
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
の
さ
ら
な
る

推
進
を
図
り
、
仙
台
港
の
ほ
か
に
、

内
陸
側
に
緊
急
時
の
ガ
ス
受
け
入

れ
設
備
を
増
設
し
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
下
水
道

は
、
耐
震
化
の
さ
ら
な
る
推
進
、

被
災
し
た
南
蒲
生
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
市
で
最
大
）
の
水
処
理
施
設
を

2
層
化
な
ど
に
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト

化
し
、
災
害
被
害
を
防
止
す
る
施

設
に
復
旧
し
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
防
災
力
」

と
し
て
、
宮
城
県
沖
地
震
後
、
主

に
町
内
会
単
位
で
地
域
の
防
災
活

動
を
担
う
自
主
防
災
組
織
が
積
極

的
に
結
成
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災

で
は
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た

た
め
、
そ
の
強
化
を
図
っ
た
。
小

中
学
校
単
位
の
各
避
難
所
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
市

の
担
当
課
と
一
体
と
な
り
作
成
し

た
。
学
校
教
育
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

冊
子
を
作
成
し
、
防
災
教
育
を
推

進
し
て
い
る
。
震
災
復
興
メ
モ
リ

ア
ル
事
業
と
し
て
、
震
災
の
記
録

と
記
憶
を
次
の
世
代
に
伝
え
続
け

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
映
像
や
写

真
に
よ
る
被
災
の
記
録
や
津
波
に

よ
り
被
災
し
た
荒
浜
小
学
校
な
ど

を
震
災
遺
構
と
し
て
位
置
付
け
、

保
存
、
公
開
し
て
、
将
来
再
び
起

こ
り
得
る
災
害
へ
の
警
鐘
を
強
く

発
信
し
、
未
来
の
命
を
守
る
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

【
荒
浜
小
学
校
】

山
田
一
仁
会
長
（
札
幌
市
議
会

議
長
）
の
挨
拶
に
続
い
て
、
菊
地

昭
一
仙
台
市
議
会
副
議
長
か
ら
挨

拶
が
あ
り
、
松
村
光
・
仙
台
市
ま

ち
づ
く
り
政
策
局
防
災
環
境
都
市

推
進
室
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
担
当
課

長
か
ら
説
明
を
聴
取
し
た
。

荒
浜
小
学
校
周
辺
は
震
災
前
に

約
8
0
0
世
帯
2
2
0
0
人
の
集

落
が
あ
っ
た
。
震
災
当
日
は
児
童

や
教
職
員
、
住
民
ら
3
2
0
人
が

避
難
し
た
。
小
学
校
は
震
災
遺
構

と
し
て
29
年
4
月
30
日
か
ら
公
開
。

半
年
弱
で
全
国
か
ら
5
万
人
弱
が

訪
れ
て
い
る
。

校
舎
東
側
の
外
周
（
写
真
①
）

や
、
1
階
・
2
階
の
教
室
・
廊
下

な
ど
か
ら
津
波
の
脅
威
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
被
災
直

【
2
面
へ
続
く
】
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【
1
面
か
ら
続
く
】

後
の
写
真（
写
真
②
）を
パ
ネ
ル
に

し
、津
波
到
達
ラ
イ
ン
の
表
示（
写

真
③
）
も
し
て
い
る
。
こ
の
ラ
イ

ン
は
津
波
が
落
ち
着
い
た
後
の
も

の
で
あ
り
、
実
際
に
は
2
階
の
天

井
に
染
み
が
残
っ
て
い
る
。

4
階
は
展
示
室
と
な
っ
て
い
る
。

「
3
・
11
荒
浜
の
記
憶
」
の
展

示
室
に
は
、
仙
台
市
唯
一
の
海
水

浴
場
で
あ
る
深
沼
海
水
浴
場
、
美

し
い
松
や
ス
イ
レ
ン
、
貞
山
運
河

に
囲
ま
れ
た
震
災
前
の
荒
浜
地
区

の
様
子
を
写
し
た
写
真（
写
真
④
）

と
相
対
し
、
震
災
後
の
状
況
・
時

間
を
記
し
た
写
真
（
写
真
⑤
）
が

の
れ
ん
に
な
り
、
展
示
さ
れ
て
い

る
。
震
災
前
と
後
の
の
れ
ん
の
間

に
は
、
午
後
3
時
55
分
を
指
し
停

止
し
た
体
育
館
上
部
に
あ
っ
た
時

計
が
展
示
さ
れ
て
い
る（
写
真
⑥
）。

ま
た
、
「
3
・
11
荒
浜
小
学
校
の

27
時
間
」
と
い
う
午
後
2
時
46
分

の
地
震
発
生
か
ら
27
時
間
後
の
避

難
者
全
員
の
救
出
ま
で
を
、
当
時

の
校
長
や
町
内
会
長
な
ど
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
、
消
防
ヘ
リ
か
ら
の

映
像
な
ど
を
交
え
た
約
17
分
間
の

映
像
が
あ
る
（
視
察
参
加
者
視
聴

＝
写
真
⑦
）
。

「
震
災
の
記
憶
と
明
日
へ
の
備

え
」
の
展
示
室
に
は
、
防
寒
の
た

め
、
備
蓄
毛
布
で
は
足
り
ず
に
使

用
し
た
教
室
の
カ
ー
テ
ン
な
ど
震

災
当
日
の
様
子
が
分
か
る
展
示
と
、

次
の
災
害
に
備
え
る
た
め
の
展
示

が
あ
る
。
組
み
合
わ
せ
式
の
模
型

で
は
、
複
合
防
災
・
多
重
防
御
に

よ
る
減
災
を
学
べ
る
（
写
真
⑧
）
。

「
荒
浜
の
歴
史
と
文
化
／
荒
浜

小
学
校
の
思
い
出
」
の
展
示
室
は
、

震
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
荒
浜
地

区
と
小
学
校
の
思
い
出
を
残
し
、

し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
た
め
の
部

屋
。
震
災
前
の
荒
浜
地
区
の
写
真

や
復
元
模
型
（
神
戸
大
学
作
成
＝

写
真
⑨
）
、
映
像
が
あ
る
。
見
学

者
に
は
小
学
校
周
辺
は
最
初
か
ら

野
原
だ
っ
た
と
思
う
人
が
い
る
が
、

決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
震
災
前

は
こ
れ
だ
け
の
街
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
模
型
は
白
色
だ

っ
た
が
、
住
ん
で
い
た
人
た
ち
が

色
を
塗
り
、
家
主
の
名
前
や
、
思

い
出
を
書
い
た
記
憶
の
旗
を
立
て
、

作
成
し
て
き
た
。
住
民
の
思
い
出
、

記
憶
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
元
住
民

に
は
、
震
災
時
の
記
憶
を
思
い
出

し
た
く
な
い
た
め
、
学
校
に
来
ら

れ
な
い
人
が
い
る
が
、
こ
の

部
屋
だ
け
に
は
来
て
、
震
災
前
の

思
い
出
を
大
い
に
語
っ
て
も
ら
い

た
い
。
今
後
、
周
囲
は
開
発
さ
れ

風
景
は
変
わ
る
が
、
現
在
の
風
景

も
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

屋
上
か
ら
は
荒
浜
地
区
が
見
渡

せ
る
。
震
災
前
は
松
林
が
あ
り
海

が
見
え
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
見

え
る
。
防
潮
堤
の
ほ
か
、
か
さ
上

げ
道
路
、
ひ
な
ん
の
丘
の
工
事
状

況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
荒
浜
記
憶
の
鐘
、
海
岸
堤
防
】

荒
浜
記
憶
の
鐘
（
写
真
⑩
）
に

つ
い
て
、
渡
邊
課
長
か
ら
説
明
を

聴
取
し
た
。

仙
台
市
の
「
震
災
の
記
憶
を
構

成
に
伝
え
る
」
震
災
メ
モ
リ
ア
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
し

の
び
、
荒
浜
を
忘
れ
な
い
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

人
物
を
か
た
ど
り
、
両
手
を
水

平
に
広
げ
た
形
は
平
穏
を
、
頭
部

は
水
平
線
か
ら
昇
る
日
の
出
を
、

ま
た
、
上
に
向
か
っ
て
な
め
ら
か

に
な
る
石
柱
の
表
面
は
被
害
に
あ

っ
た
過
去
か
ら
未
来
を
作
り
上
げ

る
復
興
へ
の
願
い
を
、
表
現
し
て

い
る
。
球
体
か
ら
鐘
ま
で
は
、
荒

浜
を
襲
っ
た
津
波
の
最
高
到
達
高

と
さ
れ
る
13
・
7
ｍ
に
し
て
い
る
。

視
察
参
加
者
は
、
荒
浜
記
憶
の

鐘
の
鐘
を
鳴
ら
し
て
、
鎮
魂
の
祈

り
を
捧
げ
た
（
写
真
⑪
）
。
そ
の

後
、
海
岸
堤
防
（
写
真
⑫
）
を
視

察
し
、
東
日
本
大
震
災
慰
霊
之
塔

（
写
真
⑬
）
で
拝
礼
し
た
。

震災前の荒浜地区の写真（のれん）

「3.11荒浜小学校の27時間」の映像
（約17分間）

④

地震発生後の写真（のれん）。手前は時計

被災直後の写真（パネル）

海岸堤防

荒浜記憶の鐘。手前の球体に13.7mの表示

⑦

⑫

手前から、海岸堤防（灰色）、海岸防災林（緑色・
四角）、ひなんの丘（緑色・半円）、かさ上げ道路
（県道・灰色）、津波避難施設（茶色）、東部道路
（灰色・ひなん階段あり）、東部道路の先が市街
地となる。中央を上下に通る（灰色）を拡幅中

②

震災前の写真（中央左）と模型（手前）

左奥が東日本大震災慰霊之塔。右手前は震災前
をしのんで設置した本物そっくりの偽バス停

⑤

津波到達ライン

時計は午後3時55分で止まっている

⑩

視察参加者全員が一人一
人鎮魂の祈りを捧げた

③

⑥

⑧

⑨

⑪

⑬
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阪
本
研
一

氏

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
＝
増
田
暢
之
磐

田
市
議
会
議
長
）
は
10
月
26
日
、

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
13
回

地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。

増
田
会
長
の
主
催
者
代
表
挨
拶

の
後
、
阪
本
研
一
・
美
濃
市
立
美

濃
病
院
病
院
長
か
ら
「
当
院
の
経

営
再
建
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
そ
の
成

果
」
、
森
田
洋
之
・
南
日
本
ヘ
ル

ス
リ
サ
ー
チ
ラ
ボ
主
宰
者
か
ら

「
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
時
代
に

求
め
ら
れ
る
医
療
・
介
護
の
本
当

の
姿
と
は
。
〜
い
ま
夕
張
市
民
に

学
ぶ
こ
と
〜
」
と
題
す
る
講
演
を

聴
取
し
た
。

本
紙
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演

概
要
を
、
今
号（
上
）と
次
号（
下
）

に
分
け
、
掲
載
す
る
。
今
号（
上
）

で
は
、
阪
本
氏
の
講
演
概
要
を
掲

載
す
る
。

当
院
の
経
営
再
建
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
そ
の
成
果

〈
美
濃
病
院
の
紹
介
〉

美
濃
市
立
美
濃
病
院
は
地
方
公

営
企
業
法
一
部
適
用
の
病
院
で
常

勤
医
師
11
人
。
病
棟
は
急
性
期
2
、

回
復
期
1
の
3
つ
。
岐
阜
県
の
5

つ
の
二
次
医
療
圏
の
う
ち
中
濃
医

療
圏
に
属
し
、
美
濃
市
2
万
人
と

関
市
8
万
9
0
0
0
人
の
約
11
万

人
が
対
象
。
岐
阜
県
は
、
医
師
、

看
護
師
の
数
が
全
国
平
均
よ
り
少

な
く
、
中
で
も
中
濃
医
療
圏
は
突

出
し
て
少
な
い
。
当
院
を
含
め
、

3
病
院
が
車
で
10
分
程
度
の
距
離

に
あ
る
。
存
在
意
義
が
な
け
れ
ば

生
き
残
れ
な
い
病
院
で
あ
る
。

〈
決
算
の
推
移
〉

14
年
度
末
残
高
が
5
億
5
3
0

0
万
円
。
累
積
欠
損
金
が
1
億
2

4
0
0
万
円
、
経
常
収
支
比
率
は

95
・
6
％
、
医
業
収
支
比
率
は
95

・
2
％
、
真
の
利
益
率
（
後
述
）

は
マ
イ
ナ
ス
2
・
18
％
。
そ
の
状

況
下
で
、
市
の
一
般
会
計
は
1
0

0
億
円
だ
が
起
債
53
億
円
で
新
病

院
を
建
設
、
15
年
6
月
に
開
院
し

た
。
16
年
4
月
に
新
臨
床
研
修
医

制
度
が
始
ま
り
、
15
人
の
医
師
が

11
人
と
な
り
、
内
科
は
撤
退
。
関

市
と
の
合
併
問
題
が
あ
っ
た
が
、

合
併
し
な
か
っ
た
の
で
、
17
年
4

月
に
私
が
病
院
長
に
な
っ
た
。
経

営
は
Ｖ
字
回
復
し
、
5
年
目
で
単

年
度
黒
字
化
。
以
後
4
年
間
は
補

助
金
を
除
い
て
も
黒
字
（
グ
ラ
フ

①
）
。
27
年
度
に
全
国
自
治
体
病

院
開
設
者
協
議
会
、
病
院
協
会
会

長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。
28
年
度
決

算
で
累
積
欠
損

金
が
な
く
な
り

（
グ
ラ
フ
②
）
、

29
年
度
に
総
務

大
臣
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

〈
経
営
改
革
の

各
論
・
初
期

改
革
〉

最
も
重
要
な

経
営
指
標
は
、

補
助
金
や
減
価

償
却
を
除
い
た

純
粋
な
医
業
の

収
益
率
＝
真
の
利
益
率
。
極
端
に

言
え
ば
こ
の
指
標
だ
け
を
見
て
き

た
（
グ
ラ
フ
③
）
。

17
年
度
の
改
革
初
期
に
基
本
戦

略
を
提
示
し
た
。
▽
理
念
の
見
直

し
▽
選
択
と
集
中
▽
病
院
の
医
療

展
開
の
明
確
化
▽
短
期
間
で
だ
れ

の
目
に
も
分
か
る
成
果
―
で
あ
る
。

当
院
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
専
門
医

療
と
地
域
密
着
型
医
療
を
掲
げ
た
。

得
意
分
野
の
消
化
器
疾
患
、
糖
尿

病
を
中
心
と
す
る
生
活
習
慣
病
な

ど
を
強
化
、
特
化
し
、
そ
れ
を
情

報
発
信
し
、
広
域
に
展
開
。
全
て

の
診
療
科
で
地
域
密
着
を
展
開
し

た
。
ま
た
、
病
院
業
務
の
外
来
か

ら
入
院
へ
の
シ
フ
ト
の
た
め
、
自

ら
岐
阜
大
学
病
院
に
赴
き
、
非
常

勤
医
師
を
27
名
派
遣
し
て
も
ら
い
、

外
来
患
者
を
任
せ
た
。
従
来
、
病

院
と
診
療
所
は
競

合
し
て
い
た
が
、

開
業
医
を
1
件
1

件
回
り
説
得
し
、

患
者
が
診
療
所
を

受
診
し
、
入
院
患

者
な
ど
を
当
院
に

紹
介
し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
た
。
入

院
患
者
に
は
常
勤

11
名
の
医
師
が
対

応
し
、
患
者
に
は

圏
外
の
病
院
へ
の

紹
介
も
行
っ
た
。

診
療
所
と
病
院
は

役
割
分
担
し
、
競

合
か
ら
共
存
の
Ｗ
ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ

の
関
係
に
再
構
築
し
た
。
こ
う
し

て
、
美
濃
医
療
圏
に
岐
阜
大
学
病

院
を
頂
点
と
し
た
病
診
連
携
・
病

病
連
携
の
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

で
き
た
。
結
果
、
当
院
は
外
来
対

入
院
が
1
対
1
か
ら
1
対
2
と
な

り
利
益
が
高
い
入
院
に
シ
フ
ト
で

き
た
。

院
長
就
任
前
の
当
院
に
は
「
組

織
的
脆
弱
性
」
が
あ
っ
た
。
特
に

①
経
営
体
制
②
組
織
運
営
―
の
2

つ
で
あ
り
、
そ
の
補
強
を
図
っ
た
。

①
で
は
職
員
に
プ
ロ
が
お
ら
ず
、

ま
た
、
コ
ス
ト
管
理
が
脆
弱
だ
っ

た
。
自
治
体
病
院
の
一
般
事
務
職

は
、
▽
短
い
期
間
で
の
人
事
異
動

▽
病
院
勤
務
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
な
い
―
な
ど
の
弱
点
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
事
務
局
人
事
へ
の
病

院
長
の
意
向
の
反
映
を
院
長
就
任

病院協
第
13
回
地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー（
上
）

①
病
院
の
経
営
改
革
の
手
法

②
夕
張
の
医
療
崩
壊
の
実
際
を
学
ぶ

【
4
面
へ
続
く
】

挨拶する増田会長

グラフ③

グラフ②

グラフ①
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の
条
件
と
し
、
改
革
を
4
年
間
で

段
階
的
に
実
施
し
た
。
市
長
と
の

病
院
経
営
方
針
の
確
認
を
定
例
化

し
、
情
報
共
有
を
図
り
、
人
材
確

保
を
し
た
。
ま
た
、
事
務
局
長
・

次
長
の
異
動
サ
イ
ク
ル
を
2
〜
3

年
か
ら
6
年
に
し
た
。
現
在
の
副

市
長
は
、
以
前
に
10
年
間
病
院
局

長
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
局
長

は
課
長
級
か
ら
部
長
級
、
次
長
は

課
長
補
佐
級
か
ら
課
長
級
に
昇
格

し
て
も
ら
っ
た
。
組
織
も
専
門
職

を
新
規
雇
用
、
プ
ロ
パ
ー
化
し
、

一
般
行
政
職
は
最
小
限
化
し
た
。

②
で
は
、
縦
割
り
で
柔
軟
性
を

欠
い
て
い
た
。
中
間
管
理
職
は
終

身
雇
用
制
の
自
治
体
職
員
で
、
年

功
序
列
で
選
ば
れ
て
い
た
。
情
報

の
流
れ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
集
中

す
る
中
間
管
理
職
が
機
能
し
な
い

と
組
織
全
体
が
機
能
不
全
と
な
る
。

改
革
で
は
、
中
間
管
理
職
の
み
に

依
存
し
な
い
情
報
の
流
れ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
図
り
、
組
織
を
再
整

備
し
、
意
思
決
定
・
通
達
シ
ス
テ

ム
を
再
構
築
し
た
。
ま
た
、
以
前

は
各
部
門
が
提
出
し
て
い
た
部
門

別
経
営
デ
ー
タ
を
事
務
局
で
集
約

管
理
化
し
、
経
営
指
標
の
精
度
確

保
を
図
り
、
誰
も
が
取
れ
る
デ
ー

タ
に
基
づ
く
経
営
が
可
能
と
な
っ

た
。
縦
割
り
か
ら
、
横
に
広
が
る

フ
ラ
ッ
ト
型
組
織
と
し
、
情
報
の

流
れ
を
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
し
、
水

平
方
向
へ
、
平
等
に
共
有
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

部
門
長
を
中
心
と
し
た
部
門
内
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
、
目
標
達
成
型
の

委
員
会
で
部
門
横
断
的
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
2
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
し
た
。

〈
経
営
改
革
の
各
論
・

最
大
の
課
題
へ
の
処
方
箋
〉

多
く
の
自
治
体
と
同
様
、
高
齢

化
に
よ
り
拡
大
す
る
回
復
期
〜
慢

性
期
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
、
限
ら

れ
た
資
源
に
よ
る
経
営
安
定
化
の

両
立
が
最
大
の
課
題
。

当
院
で
は
、
早
期
に
病
床
機
能

を
分
化
、
包
括
医
療
へ
の
経
営
転

換
を
決
め
た
。
17
年
に
ゼ
ロ
だ
っ

た
回
復
期
病
床
数
は
26
年
に
は
45

床
に
。
外
来
患
者
数
は
院
長
と
な

っ
た
17
年
に
1
割
減
、
21
年
に
Ｄ

Ｐ
Ｃ（
包
括
医
療
費
支
払
い
制
度
）

を
導
入
し
、
さ
ら
に
1
割
減
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
外
来
単
価
は
就

任
前
の
2
倍
に
な
り
、
薬
価
を
Ｄ

Ｐ
Ｃ
導
入
後
に
半
分
に
し
、
外
来

収
益
は
28
年
に
歴
代
最
高
額
に
。

入
院
収
益
も
就
任
前
の
1
・
5
倍

に
な
っ
た
。
入
院
率
は
約
50
％
、

入
院
に
つ
な
が
る
救
急
搬
送
率
は

約
20
％
。
搬
送
率
に
は
こ
だ
わ
り
、

救
急
隊
員
に
も
話
を
聞
く
な
ど
救

急
は
大
切
に
し
て
い
る
。

包
括
医
療
は
い
か
に
コ
ス
ト
を

減
ら
す
か
。
コ
ス
ト
を
減
ら
し
て

利
益
を
増
や
す
、
市
財
政
に
負
担

を
か
け
な
い
病
院
経
営
と
な
っ
た
。

〈
2
0
2
5
年
へ
の
挑
戦
〉

医
療
体
制
は
2
0
2
5
年
に
向

け
変
わ
り
、
平
成
26
年
の
地
域
医

療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
成
立
以

降
、
加
速
化
し
た
。
全
て
の
病
院

は
劇
的
な
流
れ
の
中
に
あ
り
、
30

年
ま
で
に
ど
れ
だ
け
準
備
で
き
る

か
が
今
後
を
左
右
す
る
。

当
院
は
欠
損
金
が
な
く
な
る
見

通
し
と
な
っ
た
26
年
に
、
あ
る
べ

き
姿
を
見
直
し
た
。
方
向
性
は
専

門
併
設
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
支
援
病
院
。
美
濃
市
の
医
療
介

護
（
包
括
ケ
ア
）
の
対
象
人
口
は

2
割
増
加
す
る
が
、
ど
う
医
療
展

開
す
る
か
。
医
療
を
守
る
た
め
市

民
か
ら
預
か
っ
た
資
金
の
使
い
道

を
ど
う
す
る
か
。

健
診
に
よ
る
予
防
・
早
期
発
見

に
よ
り
、
外
来
治
療
者
数
を
最
小

限
化
し
、
救
急
含
む
外
来
治
療
を

重
点
化
し
、
入
院
治
療
者
数
を
最

小
限
化
。
入
院
治
療
で
は
亜
急
性

期
と
慢
性
期
を
効
率
化
し
、
社
会

復
帰
へ
の
支
援
の
た
め
、
在
宅
医

療
と
リ
ハ
ビ
リ
を
強
化
し
た
。
増

床
は
せ
ず
、
機
能
を
向
上
さ
せ
た
。

こ
れ
ら
を
行
う
た
め
、
18
億
円
か

け
病
院
も
増
改
築
し
た
。

〈
自
治
体
病
院
の
立
ち
位
置

2
0
2
5
年
に
向
け
て
〉

3
つ
の
事
件
が
あ
っ
た
。

1
つ
は
、
平
成
20
年
か
ら
の
公

立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
。
各

病
院
は
6
年
間
で
医
業
収
益
は
増

え
ず
、
コ
ス
ト
削
減
中
心
の
経
営

改
善
を
し
た
。
一
時
的
に
赤
字
病

院
が
減
少
し
た
が
再
び
増
加
し
つ

つ
あ
る
。
10
年
間
で
自
治
体
病
院

は
1
0
0
0
病
院
か
ら
約
1
割
減
。

小
規
模
病
院
ほ
ど
他
会
計
繰
入
金

比
率
も
高
く
、
苦
戦
し
て
い
る
が
、

大
規
模
病
院
も
苦
戦
し
始
め
た
。

ま
た
、
地
方
独
立
行
政
法
人
化
な

ど
経
営
形
態
の
見
直
し
が
進
ん
だ
。

確
か
に
、
独
法
化
直
後
の
経
営
状

況
は
良
か
っ
た
が
、
現
在
、
差
は

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
独
法
化
す

れ
ば
よ
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

2
つ
目
は
、
16
年
の
新
臨
床
研

修
医
制
度
。
医
学
部
定
員
増
員
で
、

医
師
数
は
急
速
に
増
加
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
当
院
も
そ
う
で
あ
る

が
、
2
0
0
床
未
満
の
病
院
で
は

全
く
増
え
て
い
な
い
。

3
つ
目
は
、
18
年
の
7
対
1
看

護
加
算
新
設
。
亜
急
性
期
の
病
床

が
必
要
だ
っ
た
が
、
急
性
期
病
床

が
急
増
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
看

護
師
も
急
増
し
た
が
、
大
病
院
に

集
ま
り
、
こ
れ
も
当
院
も
そ
う
だ

が
、
全
国
的
に
看
護
師
不
足
が
慢

性
化
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
件
に
よ
り
、
経
営

状
態
の
良
い
病
院
と
悪
い
病
院
に

2
極
化
し
た
。
こ
れ
は
医
師
確
保

の
問
題
が
大
き
い
が
、
2
0
0
床

未
満
の
病
院
は
厳
し
い
。

自
治
体
病
院
の
約
33
％
は
人
口

3
万
人
未
満
、
約
70
％
は
10
万
人

未
満
に
所
在
。
経
営
の
健
全
化
が

前
提
だ
が
、
そ
の
先
に
、
今
後
は

高
齢
者
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
中
心
的
施
設
と
し
て

の
役
割
を
担
う
の
で
、
自
治
体
が

自
治
体
病
院
を
持
つ
メ
リ
ッ
ト
が

出
る
の
は
こ
れ
か
ら
。

〈
病
院
現
場
よ
り
、
地
方
議
会
・

行
政
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

〜
求
む
積
極
的
な
関
わ
り
〜
〉

経
営
の
効
率
化
を
抜
き
に
話
は

で
き
な
い
。
自
治
体
病
院
の
経
営

力
と
は
、
病
院
、
行
政
、
地
域
住

民
（
議
会
）
の
3
つ
の
総
合
力
。

こ
の
3
つ
の
組
織
の
協
力
、
組
織

の
脆
弱
性
の
早
々
な
補
強
、
コ
ア

な
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
。
業
務
改
善

の
体
制
を
整
え
る
に
は
、
行
政
の

理
解
と
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
。
ま
た
、

議
会
に
は
、
病
院
の
地
域
に
お
け

る
存
在
価
値
・
意
義
を
地
域
住
民

に
情
報
発
信
し
、
同
時
に
病
院
の

使
い
方
、
疾
病
予
防
な
ど
啓
蒙
を

お
願
い
し
た
い
。

病
床
2
0
0
床
未
満
の
病
院
は
、

医
師
確
保
問
題
を
緊
急
に
解
決
す

る
必
要
が
あ
る
。
医
師
を
確
保
で

き
て
い
る
病
院
は
現
員
数
が
適
正

か
。
医
師
偏
在
問
題
は
複
雑
で
県

に
よ
り
異
な
る
が
、
数
年
の
間
に

解
決
し
な
け
れ
ば
病
院
が
倒
れ
、

そ
の
地
域
か
ら
医
療
が
な
く
な
る
。

地
域
枠
制
度
に
お
い
て
、
県
は
奨

学
金
や
修
学
資
金
な
ど
税
金
を
投

入
し
て
い
る
が
、
医
師
不
足
地
域

の
情
報
を
把
握
し
て
い
な
い
。
キ

ャ
リ
ア
パ
ス
も
個
人
の
自
由
で
マ

ッ
チ
ン
グ
の
権
限
が
な
い
た
め
、

当
院
を
含
め
中
小
の
病
院
に
地
域

枠
医
師
が
来
な
い
。
病
院
で
は
医

師
を
増
や
せ
な
い
の
で
、
地
域
枠

医
師
の
配
置
は
行
政
主
導
で
進
め

る
べ
き
。
地
域
医
療
崩
壊
回
避
の

た
め
、
声
を
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。

非
常
に
難
し
い
局
面
を
ど
う
す

る
の
か
不
安
を
覚
え
る
。
議
員
に

は
援
護
射
撃
を
お
願
い
し
た
い
。

【
3
面
か
ら
続
く
】

12月5日現在の市区数
指定都市 20市
中核市 48市
施行時特例市 36市
一般市 687市
特別区 23区
計 814

セミナーの模様
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